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1  は  し 力ゞ  き

第 1報では,傾斜地での小型 トラクター利用による堪肥

散布,肥料散布,ロ ータリー耕など基本的な作業の作業精

度について報告したが本報では,傾斜地における短根ニン

ジンの栽植様式と個別作業機の利用適応性を検討したので

その結果を報告する。

試 験 方 法

供試条件

表 : 供試圃場及び回場面積
圃場条件 供試面積 ″

-251-

傾斜地における小型 トラクター利用野菜機械化栽培法

第 2報 短根ニンジンの栽櫃様式と各作業機の適応性
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3 試験結果及び考察

1 短根ニンジン栽IIgにおける施肥から培土までの機械
利用作業の総作業時間は図 1の とおり栽植様式によって異

なった。
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図 1 短根ニンジン栽培における機械利用作業の
総作業時間比(対各傾斜度の50X10Xl比 )

即ち平坦地の50X10Xl(標準栽植密度 )の総作業時間
は522分 (87時間 )であった。 60X10× 2は標準の 102

～105%と 作業能率が劣ったが, 70X10× 2は ,7～ 98%,

90X10× 2は 89～ 95%の作業時間となり,機械作業の行

程数の少ない栽植様式の作業能率が高い結果を示した。

2 栽植様式の傾斜度別の播種以降の総作業時間は表 4
に示したとおりで,標準栽植密度の 6° 圃場では平坦地 と

同程度の作業能率で機械作業が可能であり,60× 10× 2,

70× 10X2,90X10X2の 栽植様式についても同様のこ
とが認められた。

しかし傾斜角度が大きい 15° 圃場の標準栽植密度及び他

の栽植様式について平坦地と比較すると6～ 42%作 業能率

が劣り,傾斜度が作業能率に大きく影響した。

播種作業では最も密植である60X10× 2及び 70× 10X

2が作業行程数が疎植区より多くなるので当然作業時間が

増した。
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表 2 短根ニンシン栽培における栽植様式

表3 短根ニンシン栽培における供試機械
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表 4 短根ニンシン栽培における播種以降の機械
利用作業能率 (昭

“

～55)

4 ま  と  め

以上のことから傾斜地における短根ニンシンの栽培は,

中耕除草作業については栽植様式が異なると行程数が異

な り,これに伴い作業時間が変動した。2条播き区は条数

が多いが睦数が少なく,したがって作業行程数が少なくな

り作業時間も減少した。

培上の作業時間も中耕同様栽糖様式によって異なった。

即ち作業行程が多い標準区が最も作業時間が多く,70X10

×2の作業時間は標準の約70%,90X10× 2は約65%であ

った。

3 栽植様式別の収量について表 5に示した。

密植区は疎植区に比較し増収の傾向が認められた。即ち

最も密植の60X10X2の 栽植様式が平均収量で標準栽植

密度との収量比 140%と最も多収となった。また 70X10× 2

も109%の多収となり,疎植の90X10X2は 103%と 増収程

度は小さかった。

作業能率 ,収量性を考慮して畦幅70昴,株間10銀,2条播

きの栽植様式で ,上下畦が適すると考えられる。

きさを103≒

表 5 短根ニンシン栽培における栽植様式別収量 (昭 53～ 55.平均 )
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